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昭和の日

休み

『明日ありと思う心の仇桜』
あ し た お も こ こ ろ あ だ ざ く ら

※ 明日ありと思う心の仇桜とは、浄土真宗の開祖である親鸞聖人の言葉（伝説）

意味：親鸞は幼くして父母を亡くし、剃髪して出家しようとしたが周囲から「時間も遅いし

明日にしてはどうか」と情けをかけられた。
しかし、明日もまだ咲いていると思っている桜も、夜中に嵐が来て散ってしまうかも

しれない。

※ しんらん しょうにん（空海）
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つまり、出家の決意も朝になったら薄れてしまうかもしれない、と言う親鸞の覚悟が

表現されている。（と言う伝説）


